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●中核的な地域コミュニティの形成を進めます　P2～P5
　・地域コミュニティとは

　・基調講演（抜粋）

　　「なぜ、今、地域コミュニティなのか」
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新しいまちづくりの指針　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」 を策定しました
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策定市民会議グループワークの様子

政策情報誌　平成 24 年 2 月号 － 2 －

新しいまちづくりの指針　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を策定しました

ふるさと龍ケ崎戦略プラン
を策定しました

新しいまちづくりの指針
自慢したくなるふるさと龍ケ崎を目指して…

　世界的な経済不況、少子化・高齢化の進行、地方分権の進展、市民ニーズの多様化…。
　地方自治体を取り巻く環境や期待される役割も大きく変化しています。平成 23年 3月 11 日に
発生した東日本大震災は甚大な被害とともに人々の意識やライフスタイルまでをも変える大きな衝
撃を与えました。
　このような時代の流れや変化を捉え、今後の本市のまちづくりに的確に反映し、そして、龍ケ崎
の個性を活かした「龍ケ崎スタイル」の構築に向けた新しいまちづくりの指針として、平成 28年
度を目標年度とする「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を策定しました。
　本プランの実現に向けた取り組みを市民の皆さんと共に進めてまいります。

戦
略
と
実
践
手
段
を
示
す

龍
ケ
崎
独
自
の
最
上
位
計
画

　

本
プ
ラ
ン
は
、
何
を
政
策
の
中
心
に

位
置
付
け
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
向
（
戦
略
と
実
践
手

段
）
を
示
す
本
市
の
最
上
位
の
計
画
で

す
。

　

ま
た
、
目
標
の
実
現
に
向
け
て
市
民

と
共
通
認
識
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
く

た
め
の
行
動
指
針
、
行
政
活
動
の
成
果

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
さ
し
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
総
合
計
画
に
代
わ
る
龍
ケ
崎

独
自
の
計
画
と
し
て
、
戦
略
的
視
点
と

市
民
視
点
を
重
視
し
た
、
よ
り
実
現
性

の
高
い
、
わ
か
り
や
す
い
計
画
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

公
募
市
民
と
流
通
経
済
大
学
生
、
市

職
員
の
計
36
人
で
構
成
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
策
定
市
民
会
議
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
本
プ
ラ
ン
に
は
、
こ
の
市

民
会
議
か
ら
の
提
言
が
随
所
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
12
月
18
日
に
「
み

ん
な
で
考
え
よ
う
！
龍
ケ
崎
の
未
来
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
龍
ケ
崎
ま
ち
み
ら

い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
策
定
市
民
会
議
の

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
提
言
発
表
、「
有

効
に
機
能
す
る
総
合
計
画
」
を
題
目
と

し
た
基
調
講
演
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

市
民
と
共
に
考
え
、
市
民
の
声
を
活
か
し
た
計
画
づ
く
り

策
定
フ
ロ
ー

策
定
市
民
会
議
・
ま
ち
み
ら
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■問い合わせ：企画課☎内線 363・364



－ 3 － 政策情報誌　平成 24 年 2 月号

新しいまちづくりの指針　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を策定しました

     

   
 

 
 

 

 

 
 

定
住
促
進
、
地
域
力
向
上
、
地
域
活
性
化
・
・
・
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
課
題

 
 

 

 

 
         

     
         
         

       

協
働
・
財
政
・
信
頼
ま
ち
づ
く
り
の

　
　

基
本
姿
勢



政策情報誌　平成 24 年 2 月号 － 4 －

新しいまちづくりの指針　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を策定しました

人
・
ま
ち
が
元
気
な
龍
ケ
崎

　
　
　

目
指
し
て
い
く
ま
ち
の
姿

その中でも特に重点戦略の中心となる事業を「優先プロジェクト」として位置付け、重点的・優先的に取り組んでいきます。

～　込められた市民みんなの思い　～
まちを動かす原動力、それは人です。
少子化・高齢化、防災、福祉、地域活性化…。
まちにはさまざまな課題が存在しています。
これらの解決に向けて前に進んでいくためには人の力が必要です。
市民一人ひとりがまちを思い、行動する。
人がいきいきと輝き、躍動すれば、同じようにまちも輝き、躍動するはずです。
人の元気がまちの元気につながり、愛着と誇りが生まれ、ついつい自慢したくなる。
このような姿をまちづくりの目標に掲げ、「いつまでも住み続けたい」、「いつかは住んでみたい」
と思ってもらえるような、誇れる、そして、自慢したくなる「ふるさと龍ケ崎」を目指していきます。

人が元気　まちも元気
自慢したくなる　ふるさと　龍ケ崎

目指していくまちの姿のイメージ
まちへの愛着心が育まれ
ふるさとを思う人の動きにより
まち全体が活気に満ち溢れている



－ 5 － 政策情報誌　平成 24 年 2 月号

新しいまちづくりの指針　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を策定しました

「宣言」を実行していくための手段を「主要事業」として記載しています。■実行プラン （全体像）

 

 

 

  

 

 

  

 

市
民
活
動
・
子
育
て
環
境

　
　

日
本
一
を
目
指
し
ま
す

　

目
指
し
て
い
く
ま
ち
の
姿
と
し
て
掲
げ
た
「
人

が
元
気　

ま
ち
も
元
気　

自
慢
し
た
く
な
る
ふ
る

さ
と　

龍
ケ
崎
」
の
実
現
に
向
け
て
、
４
つ
の
重

点
戦
略
を
定
め
ま
し
た
。

　

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
力
の
ア
ッ
プ

　

②
若
者
・
子
育
て
世
代
の
定
住
環
境
の
創
出

　

③
ま
ち
の
活
性
化
と
知
名
度
ア
ッ
プ

　

④
安
心
と
住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
る
生
活
環
境
づ
く
り

　

こ
の
重
点
戦
略
に
沿
っ
て
、
展
開
し
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
目
標
を
市
民
と
行
政
に
よ
る
「
ま
ち

づ
く
り
宣
言
」
と
し
て
12
項
目
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宣
言
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な
も
の
を

重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け
、
よ
り
積
極
的
・
優

先
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。



政策情報誌　平成 24 年 2 月号 － 6 －

新しいまちづくりの指針　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を策定しました

新
た
な
土
地
利
用
・
企
業
誘
致
を
進
め
ま
す

　

本
市
の
人
口
は
、
今
後
、
減
少
傾
向
へ

の
転
換
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
生

産
年
齢
人
口
も
減
少
傾
向
に
転
じ
て
お
り
、

地
域
力
の
向
上
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
今

日
的
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、

将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
う

え
で
も
、
若
者
・
子
育
て
世
代
を
中
心
と

し
た
人
口
増
加
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

国
全
体
と
し
て
も
人
口
の
減
少
局
面
を

む
か
え
、
都
市
間
競
争
の
激
化
が
予
想
さ

れ
る
中
、
本
市
へ
の
人
口
誘
導
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
口
の
増
加
に
向
け
て
は
、
大
き
な

夢
と
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
平
成
33
年
の

目
標
人
口
を
８
万
３
０
０
０
人
と
定
め
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
人
口
の
受
け
皿
と
な
る
未

利
用
地
が
、
北
竜
台
市
街
地
、
龍
ヶ
岡
市

街
地
に
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
市
街

地
へ
の
人
口
誘
導
を
主
眼
に
、
本
プ
ラ
ン

に
掲
げ
た
４
つ
の
重
点
戦
略
を
着
実
に
推

進
し
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
施
策
を
積

極
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
目
標
達
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■つくばの里

工業団地周辺

⇒「工業系開発
エリア」として、
産業の活性化と
雇用創出に資す
る工業拠点の拡
大を目指す

主要地方道美浦栄線バイパスの一
部、県道河内竜ケ崎線バイパスが
開通。千葉方面へのアクセス向上
と大宮地区の安全確保に期待

■竜ケ崎駅北地区

⇒「新都市拠点開発エ
リア」として、新たな
都市拠点としての土地
利用を目指す

目
標
人
口
８
万
３
０
０
０
人

目
標
人
口
の
設
定

人
口
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

 

 
 



－ 7 － 政策情報誌　平成 24 年 2 月号

新しいまちづくりの指針　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を策定しました

　

施
策
や
事
業
の
推
進
に
際
し
て
は
、
住

民
自
治
組
織
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
主
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
問
題
意
識
を
共
有
し
、
共
に
解
決
方

法
を
考
え
実
践
す
る
、
協
働
に
よ
り
進
め

て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

本
プ
ラ
ン
と
行
政
改
革
大
綱
を
政
策
実
行

の
両
輪
と
位
置
付
け
、
行
政
改
革
大
綱
を
着

実
に
推
進
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
運

営
の
進
め
方
や
考
え
方
を
改
善
し
、
市
民
と

行
政
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
な
ど
、
行
財
政
改
革
と
一
体
的

な
計
画
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
と
共
に
プ
ラ
ン
を
進
め
ま
す

市
民
と
の
協
働
が
基
本

行
財
政
改
革
と
の
一
体
的
推
進

進
行
管
理

　

本
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
や
取
り
組
み
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
・
評
価
す
る
た
め
、
新
た

な
評
価
制
度
を
構
築
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
く
評
価
を
毎
年
度
行
い
、
そ

の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

評
価
に
際
し
て
は
、
数
値
目
標
の
達
成

状
況
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
基
本
と

し
た
客
観
的
な
評
価
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
評
価
に
市
民
や
有
識
者
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
龍
ケ
崎
市
行
政
経
営
評

価
委
員
会
や
本
プ
ラ
ン
策
定
に
携
わ
っ
た

策
定
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
か
ら
意

見
聴
取
を
行
い
、
市
民
と
の
関
わ
り
の
中

で
市
民
視
点
の
評
価
に
取
り
組
み
ま
す
。

活発な市民参画を実現しよう！

地域力を原動力に将来目標を実現しよう !!

　

ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
・
企
画
課

の
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。






